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北海道学芸大学紀要（第÷部Ａ） 昭和３６年１２月

Ｍａｌｌａｒｍｅ の Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ について
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紀
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北海道学芸大学釧路分校外語外交第二研究室

Ｔａｋｉｏ ＭＩＹＡＭＯＴＯ：
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《Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ》

　

ｄｅ Ｍａｌｌａｒｍさ．
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ｄｅ Ｍａｌｌａｒｍも
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Ｂａｕｄｅｌａｉｒｅｅｔｌｅ ｐａｒｎａｓｓｅ ｅｘｅｒｇａｉｅｎｔｕｎｅ ｇｒａｎｄｅｉｎｆｌｕｅｎｃｅ ｓｕｒｌｅｓｐｏｅｍｅｓｄｅｉｅｕｎｅｓｓｅ

　

ｄｅ Ｓｔ壱ｐｈａｎｅハβ【ａｌｌａｒｍき． ハ４ａｉｓ Ｍ［ａ１１ａｒ汀添 ｖｏｕ１ｕｔ

　

ｐａｒｖｅｎｉｒ

　

ｆー

　

ｌａ ｒｅｇｉｏｎ

　

ｐｏｅｔｉｑｕｅ

　

ｑｕｉ１ｕｉ

　

ｅｔａｉｔｐｒｏｐｒｅ，

　

Ｐａｒｓｕｉｔｅ

　

ｄｅｓ６ｔｕｄｅｓ ｄｅ

　

ｌａ

　

ｐｏｅｓｉｅ ｅｔ

　

ｄｅ１′ａｇｏｎｉｅ

　

ｉｎｔきｒｉｅｕｒｅ

　

ｅｔｌｏｎｇｕｅ，ｉｌｙ

　

ｐｕｔａｔｔｅｉｎｄｒｅ． １ｌｃｒ壱ａｉｔｅｎｆｉｎｓａｔｒａｇきｄｉｅｄ’Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ， Ｄａｎｓｓｏｎ Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ， ｉｌ

　

ｃｒｅｕｓａｉｔ

　

ｕｎｅ ｂｅａｕｔｅ

　

ｓｙｎｔｈ６ｔｉｑｕｅ

　

ｑｕｉｎｏｕｓｃｏｎｔｅｎｔｅ

　

ａ

　

ｌａｆｏｉｓ１ａ

　

ｐｅｎｓぐｅ，
１，ｏｕ１ｅ，１，ｏｒｇａｎｅｄｅｌａｐｒｏ－

ｎｏｎｃｉａｔｉｏｎ ｅｔｌａｃｈａｉｒ， ｊｅｐｒｏｊｅｔｔｅｉｃｉｄｅｒｅｃｈｅｒｃｈｅｒ ｕｎｅ ｂｅａｕｔｅｓｙｎｔｈｅｔｉｑｕｅｄＨｅｒｏｄｉａｄｅ

　

ｅｔｌｅｐｒ各ｓａｇｅ ｄｅ Ｍａｌｌａｒｍ巻． びｏａｊ’ｅｓｔｉｍｅ ｑｕｅ ｖｏｌｃ・ｑｕｏｉｉｌｇａｇｉｔ，

　　

１） Ｌａｆｏｒｍｅ ｄＨｅｒｏｄｉａｄｅ，

　　

２） じｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ ｄａｎｓｌ’ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ ｄＨきｒｏｄｉａｄｅｅｔｌｅｐｒきｓａｇｅ ｄｅ Ｍａｌｌａｒｍさ，

　

３） Ｈｅｒｏｄｉａｄｅｅｓｔｌａ Ｍｕｓｅｄｅｉａｐｏｅｓｉｅ ｑｕｉｌ’きｖｏｑｕｅ．

　　　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅｅｓｔ．ａ

　

Ｍ［ｕｓｅ

　

ｑｕｉｂｒＱ．ｅ

　

ｄｅｃｈａｓｔｅｔｅ，
‐ｅｔｓａ ｃｈａｉｒ ｖｉｅｒｇｅ ｓｙｍｂｏｌｉｓｅ ・ａ

　

ｒｅＳ１ｓ－

　

ｔａｎｃｅ

　

ｄｅ ハ江ａｌｌａｒｍ巻

　

ａｕ ｎユｏｎｄｅ

　

ｅｘｔｅｒｉｅｕｒｅｔｓｅｓｅｘｃｅｌｌｅｎｔｅｓ ｄｉｓＰｏｓｉｔｉｏｎｓ ＰｏｕｒｌｅＰｒきｓａｇｅ．

　

Ｎｏｎｓｅｕ１ｅｌｎｅｎｔｌ’ｉｍｐｅｒｆｅｃｔｉｏｎ

　

ｄ’Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

ｍＬｏｎｔｒｅ

　

ｌａ

　

ｓｔｅｒｉ１ｉｔき

　

ｄｅ

　

ハバａ１ｌａｒｎユき， ｍａｉｓ

　

ａｕｓｓｉ

　

ｅｌｌｅ ｎｏｕｓｓｕｇｇｅｒｅ ｕｎｅｐｏｓｓｉｂｉｌｉｔｅｉｎｃｏｎｈｕｅ ｅｔｒｅｌａｎｄｅｃｅｔｔｅ 慌ｕｖｒｅ， Ｊ’ｅｓｐｅｒｅｖｉｖｒｅ ａｖｅｃ

　

ｌｕｉｄａ１ｌｓ

　

ｓａｒｅｇｉｏｎ

　

ｉｎｔｅｒｉｅｕｒｅ ｅｎ

　

ｓｏｎｄａｎｔｓｏｎ

　

ｐｒｅｓａｇｅ

　

ｅｔｕｎｅ

　

ｂｅａｕｔｅ

　

ｓｙｎｔｈきｔｉｑｕｅ

　

ｄ’Ｈｅｒｏ－

　

ｄｉａｄｅｐｏｕｒｃｏｎｃｅｖｏｉｒ ｕｎｅ

　

ｖｒａｉｅ

　

ｉｄｅｅ

　

ｄｅｌ’ｉ・ｎｐｏｒｔａｎｃｅ ｄｅｓ

　

ｓｕｓｄｉｔｓ ｐｒｏｂｌｅｍｅｓ，

　

Ｓｔｅｐｈａｎｅ Ｍａｌｌａｒｍさ は Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ を創作することによって Ｓｙｍｂｏｌｉｓｍｅの独自な詩の領域に

到達した． しかし Ｂａｕｄｅｌａｉｒｅ の作詩法を進展させ， Ｐａｒｎａｓｓｅ から自由になることは容易ではな

かった． 外的生活は静かな平凡なものであったが， じＡｐｒｅｓ‐Ｍｉｄｉｄｕｎ Ｆａｕｎｅ

　

ととも≧′こ

　

Ｈきｒｏ‐

ｄｉａｄｅ を創作しようとする

　

Ｍａｌｌａｒｍき

　

の内的苦悩は大きかったばかりではなく， 長い年月に亙る

ものであった， 文明の ｕｔｉｌｉｔｅに盲従したまま対象や状態の再現直後の了承によって崩壊する生な

き無数の実用語が， 客観性の名の下に独断的権利を行使している外的世界の最中にあって， その

ような言語の機能を拒絶した内的世界に生きる詩人にとっては， 状態や対象の素材を彼の表現し

たものの中に封じ込めようとする見掛けだけ新しい意図などなかったのである．

　

従って Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の形式は定形詩の ｔｒａｇｅｄｉｅ ではありながら， 快感さえ繰返されるならば，

無限にわれわれを解放する内的世界の ｐｏｌｙｎｌｏｒｐｈｉｅなのではないのか．１７世紀の古典的自由詩は

劇形式によって新しい境地を開いたのであるが， Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ に於ても独自な劇形式を用いて新し

－
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－
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い内的領域を開いたことが問題となるのである．

　

実用語の機能を拒絶した詩人は， 内的世界に於て女明のｕｔｉｌｉｔｅから解放された， 単なる了解に

よっては把握し得ない生ある宝物を創造することが仕事となる． しかしこの仕事程， 精神的， 知

的， 肉体的な精進を必要とするものはないのである． Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ に於ける

　

ｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ が創作さ

れたことに対するわれわれの認識がもっと深く大きなものであっても良いのではないのか， 文明

の発達とその速度によって全的に外的世界に拘束され， 表面的に了承するだけで早急に万事を解

決し行動することしか知らないということは， 了解困難な暗い影によって飲まれることではない

　　　

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は未完成である． Ｍａｌｌａｒｍき は何故彼の作品を完成し得なかったのかという問題は
Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

の ｃｈａｓｔｅｔｅ

　

の問題と関係があるのではないのか，

　

これらの問題の重要性を， われわれは Ｍａｌｌａｒｍき の長い間の苦悩の中に身を置くことによって

も， 部分的にしか認識できないかも知れないが， Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の総合的な美と彼の ｐｒｅｓａｇｅを探求
することによって， 彼の内的領域にともに生き， より認識を深めたいと思うのである．

　

Ｍａｌｌａｒｍｅ は Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ を創作しているとき， 財貨や名声を得るために成功するということが

作家を如何にくだらない人物にしてしまうかを見抜いていたので， 誰もが考えているような作家

生活を拒否していた． それは聖者や隠者の出難と同じように生にとって深い意味を持っていた．
より多くの人々によって，

　

自分の名前を忘れられてしまうのが恐ろしいという自分の名声に依存

した栄誉に溺れている人々には理解し得ないような計画すら抱いていたらしい．

　

《Ｕｎｈｏｍｍｅ

ｑｕｉｒｅｎｏｎｃｅ ａｕ ｍｏｎｄｅｓｅ ｍｅｔｄａｎｓｌａｃｏｎｄｉｔｉｏｎ ｄｅｌｅｃｏｍｐｒｅｎｄｒｅ， Ｃｅｌｕｉ”ｃｉｄｏｎｔｉｅｐａｒｌｅ，

ｅｔｑｕｉｔｅｎｄａｉｔｖｅｒｓ

　

ｓｅｓ

　

ｄ６１ｉｃｅｓ ａｂｓｏ．ｕｅｓｐａｒｌ，ｅｘｅｒｃｉｃｅ

　

ｄ，ｕｎｅ ｓｏｒｔｅｄ，ａｓｃ６ｔｉｓｌｎｅ，ｐｕｉｓｑｕ，ｉｌａｖａｉｔ

ｒｅｐｏｕｓｓｅ

　

ｔｏｕｔｅｓｌｅｓｆａＣｉｌｉｔｅｓ

　

ｄｅ

　

ｓｏｎ

　

ａｒｔｅｔｌｅｕｒｓ

　

ｈｅｕｒｅｕｓｅｓｃｏｎｓｅｑｕｅｎｃｅｓ，ｉｌ

　

ａｖａｉｔｂｉｅｎｌｒーｇｒｉｔｅ

ｄ’ｅｎ ａｐｅｒｃｅｖｏｉｒｌａｐｒｏｆｏｎｄｅｕｒ， Ｎ１ａｉｓｃｅｔｔｅ ｐｒｏｆｏｎｄｅｕｒ ｎｅｄｅｐｅｎｄ ｑｕｅｄｅｌａ

　

ｎｏｔｒｅ：ｅｔｌａ ｎ６－

ｔｒｅ，ｄｅ ｎｏｔｒｅｏｒｇｕｅｉｌ．》
１） と Ｖａｌｅｒｙ が述べているように， Ｍａｌｌａｒｍき

　

の拒否はわれわれの生の

深みの認識と関係があるのである，

　

Ｍａｌｌａｒｍき

　

の青春時代に於て

　

ｐａｒｎａｓｓｉｅｎｓ は－－詩と科学の融合を提唱した詩人もいたが－－
文明の

　

ｕｔｉｉｉｔｅ

　

を第一眼目として発達して行く近代世界を憎悪するようになり， そして

　

ｒｏｍａｎ‐

ｔｉｓｍｅ

　

が近代世界の表面的近代性を代表している面を非難したのである． 仰々しい見掛けだけの

自我の信仰のために，

　

しまりなく自分の感情を吐露することが人々の拍手を得ることであると思

い込み， 結局大衆相手に滑稽な芝居を演じていた ｒｏｍａｎｔｉｓｍｅ に対し， ｐａｒｎａｓｓｉｅｎｓ は冷静な非

個性的表現を用いたのである． しかし彼等は近代世界を嫌悪することより進展しなかった，

　

若い頃， Ｍａｌｌａｒｍさ も ｐａｒｌｌａｓｓｉｅｎｓ と同調していたが， Ｐａｒｎａｓｓｅの詩は， 例えば ＬｅｃｏｎｔｅＤｅ

Ｌｉｓｌｅ の Ｌｅｓｅｌｅｐｈａｎｔｓ のように対象とした素材を表現したものの中に封じ込め よ

　

う と し た た

め， 新しい意図によって創作したにもかかわらず， ｒｏｍａｎｔｉｓｍｅ の表面的近代性を超越し得ない

で見掛けだけの新しさに終った． 従って， 《無形の精神的理念を有形の他者によって表現》２） す
るこ ともできなかったのである． Ｂａｕｄｅｌａｉｒｅ の ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄａｎｃｅ の作詩法を進展させようとした
Ｍａｌｌａｒｍき にとっては，ｒｏｍａｎｔｉｓｍｅ の霊感に頼るのではなく， Ｒｉｍｂａｕｄ と同じように３）意識的

に全感覚と理知とを方法的に用いて行くことが問題であった． 外的世界や事実の ｕｔｉｌｉｔｅ
・
のための

思想や， 感情が問題なのではなく， 内的世界や実在の内部に生き直すことによって， 《ｐｅｉｎｄｒｅ，

－４９

　

－



Ｍ【ａｌｌａｒｍｇ

　

の Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

に ）し・て

ｎｏｎｌａｃｈｏｓｅ， ｍａｉｓｌ’ｅ”ｅｔｑぜｅｌｌｅｐｒｏｄｕｉｔ．４）》が問題となるのである， この Ｍａｉｌａｒｍき の真に創

造的な新しい Ｓｙｍｂｏｌｉｓｍｅ の

　

ｐｏｅｔｉｑｕｅ

　

こそ

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

の創作を可能にしたのである． 《Ｊ’ａｉ

ｅｎｆｉｎ ｃｏｍｍｅｎｃｅ

　

ｍｏｎ

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ， ＡＶｅｃｔｅｒｒｅｕｒ， ｃａｒｉ’ｉｎｖｅｎｔｅｕｎｅ

　

ｉａｎｇｕｅ

　

ｑｕｉ

　

ｄｏｉｔ

　

ｎｅｃｅｓ‐

ｓａｉｒｅｍｅｎｔｊａｉｉｌｉｒ達ｕｎｅｐｏｅｔｉｑｕｅｔｒｅｓ ｎｏｕｖｅｉｌｅ…５）》と Ｍａｉｌａｒｍき は述べている．

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ を発表する前に， Ｍａｉｌａｒｍき は青春時代の詩６） を創作している．１８５８年に Ｃａｎｔａｔｅ

ｐｏｕｒｌａ Ｐｒｅｍｉｅｒｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｏｎ を創作して以来，１８６３年までに２３の詩を創作しているようである

が， この内， 接することができた詩は， 《ＣａｎｔａｔｅｐｏｕｒｌａＰｒｅｍｉｅｒｅＣｏｍｍｕｎｉｏｎ》， 《Ｓａｆｏｓｓｅ

ｅｓｔｃｒｅｕｓｅｅ！…》， 《Ｓａｆｏｓｓｅ ｅｓｔｆｅｒｍｅｅ…》， 《ＬａＰｒｉｏｒｅ 浅ｕｎｅ Ｍさｒｅ》， 《Ｇａｉａｎｔｅｒｉｅ ｍａ‐

ｃａｂｒｅ》， 《Ｌ’Ｅｎｆａｎｔｐｒｏｄｉｇｕｅ》，《Ａ ｕｎｅ ｐｅｔｉｔｅｉａｖｅｕｓｅｂｌｏｎｄｅ》，《Ａ ｕｎｐｏｅｔｅｉｍｍｏｒａｌ》，

《Ｍｙｓｔｉｃｉｓｕｍｂｒａｃｕｉｉｓ》，《Ｐ１ａｃｅｔｆｕｔｉｌｅ》，《ＬｅＧｕｉｇｎｏｎ》，《Ｌｅｓｏｎｎｅｕｒ》，《Ｒｅｎｏｕｖｅａｕ》，

《Ｃｏｎｔｒｅｕｎ ｐｏｅｔｅｐａｒｉｓｉｅｎ》， 《Ｓｏｌｅｉｉｄｈｉｖｅｒ》， 《Ｓｏｎｎｅｔ》， 《Ａｕｍｏｎｅ》， 《Ｌｅｃｈａｔｅａｕ

ｄｅＬ’Ｅｓｐｅｒａｎｃｅ》， 《ＬｅｓＦｅｎｅｔｒｅｓ》 の１９の詩である． 以上の１９の詩に用いられた詩形は ｏｄｅ，

ｓｏｎｎｅｔ， ｖｅｒｅｌｉｂｒｅｃｌａｓｓｉｑｕｅ， ｔｅｒｚａ ｒｉｍａ， ｖｅｒｓｉｉｂｒｅ， ｔｅｒｃｅｔ ｍｏｎｏｒｉｍｅ

　

の６詩形であり， これ

らの詩形はそれぞれ ｏｄｅ が９回， ｓｏｎｎｅｔ が５回， ｖｅｒｓｉｉｂｒｅ ｃｌａｓｓｉｑｕｅ が３回， ｔｅｒｚａｒｉｍａ が

２回， ｖｅｒｓｌｉｂｒｅ が１回， ｔｅｒｃｅｔ ｍｏｎｏｒｉｍｅ が１回使用されている． ６詩形が２１回の中で占める

割合の中で， ｏｄｅ が最も多く， 次に ｓｏｎｎｅｔ であり， ｏｄｅ と ｓｏｎｎｅｔ で１４回となり３分の２を占

めることになる． ｏｄｅ が多いということは Ｍａｌｉａｒｍき が青春時代から詩に於ける

　

ｍｕｓｉｑｕｅ を重

要視していたことを示すものであり， またフランスの定形詩の中で特に精巧優美なｓｏｎｎｅｔが多

いことは， 彼が若い頃から詩の精粋を探求しようとしていたことを物語るものである． ６種類の

詩形に共通していることは ｒｙｔｈｍｅ が与えられていることである． そして ｏｄｅ， ｓｏｎｎｅｔ， ｖｅｒｓ

ｌｉｂｒｅｃｌａｓｓｉｑｕｅ， ｔｅｒｚａｒｉｍａ，

　

ｔｅｒｃｅｔ ｍｏｎｏｒｉｍｅ の５種は ｓｙｌｉａｂｅ と ｒｉｍｅによって限定された

ｍｅｓｕｒｅ を持っているのである． ＭａｌｌａｒｍｅＰまｒｙｔｈｍｅ が与えられた ｍｅｓｕｒｅ と，
Ｃａｎｔａｔｅ の性

質の豊かな詩を創作することによって詩に於ける

　

ｍｕｓｉｑｕｅ

　

の美を追求していたが， それらの詩

は思考と聴覚と発音器官を満足させる美に止っていた．

　

Ｍａｌｌａｒｍｅ は１８６５年２月に 《…ｍｏｎ ｔｒｉｓｔｅｃｅｒｖｅａｕ ｅｓｔｉｎｃａｐａｂｌｅ ｄｅ

　

ｔｏｕｔｅ

　

ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ， ｅｔ

ｒｅｓｓｅｍｂｉｅ ａｕｘ ｒｕｉｓｓｅａｕｘ ｂａｉａｙｅｓ ｐａｒｌｅｓｐｏｒｔｉｅｒｅｓ， Ｊｅｓｕｉｓ ｕｎ ｉａｃｈｅ， ｏｕ

　

ｐｅｕｔ‐ｅｔｒｅ

　

ｕｎ ｍａｌ－

ｈｅｕｒｅｕｘ ａｂｒｕｔｉｅｔｅｔｅｉｎｔｑｕｉｒｅｔｒｏｕｖｅ ｐａｒｆｏｉｓ ｕｎｅｌｕｅｕｒ， ｍａｉｓ ｎｅｓａｉｔｒｅｓｐｉｅｎｄｉｒ…７）》 と苦衷

を述べているが， それは単に Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の創作の苦しみを告白しているのではない． ｂｅａｕｔｅ と

ｃｈａｉｒの関係をどのように解決するかが問題となっていたのである． この問題を解決しない限り，

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の創作は進展しなかったのである．ｃｈａｉｒの問題は， ｊｅｕｎｅｓｓｅ によっては解決し得な

い．ｊｅｕｎｅｓｓｅ を克服してこそ ｃｈａｉｒ の問題と対決し得るのである． Ｍａｌｉａｒｍきはこの困難な問題

と対決し得る足場を築くために１８６５年５月に Ｂｒｉｓｅ ｍａｒｉｎｅ を創作した．

Ｌａｃｉ・ａｉｒｅｓｔｔｒｉｓｔｅ，ｉ・きｉａｓｉｅｔｊ’ａｉｉｕｔｏｕｓｌｅｓｉｉｖｒｅｓ．

Ｆｕｉｒ！ｉｇｒｂａｓｆｕｉｒ！

　

Ｊｅｓｅｎｓ ｑｕｅ ｄｅｓｏｉｓｅａｕｘ ｓｏｎｔｉｖｒｅｓ

Ｄ’ｅｔｒｅ ｐａｒｒｎｉｌ’ｅｃｕ・ｎｅ

　

ｉｎｃｏｎｎｕｅ

　

ｅｔｌｅｓｃｉｅｕｘ！

Ｒｉｅｎ，ｎｉ１ｅｓ ｖｉｅｕｘｊａｒｄｉｎｓｒｅｆｌきｔ禽 ｐａｒｉｅｓ ｙｅｕｘ

ｒｅｒｅｔｉｅｎｄ；．ａｃｅ ｃ（おｕｒ ｑｕｉｄａｎｓｌａ ｍｅｒｓｅ ｔｒｅｌｎｐｅ

ｏ

　

ｎｕｉｔｓ！

　

ｎｉｉａ

　

ｃｌａｒｔき ｄｅｓｅｒｔｅ

　

ｄｅ

　

ｍーａ

　

ｌａｌｎｐｅ

Ｓｕｒ

　

ｉｅ

　

ｖｉｄｅ

　

ｐａｐｉｅｒ

　

ｑｕｅ

　

ｌａ

　

ｂｌａｎｃｈｅｕｒ ｄｅｆｅｎｄ

一

　

５０

　

一



宮

　

本

　

多

　

紀

　

雄

Ｅｔｎｉｌａｊｅｕｎｅｆｅｍｍｅａｌｌａｉｔａｎｔｓｏｎ ｅｎｆａｎｔ，

ｊｅｐａｒｔｉｒａｉ！Ｓｔｅａｍｅｒ ｂａｌａｎｇａｎｔｔａ ｍａｔｕｒｅ，

Ｌｅｖｅｌ’ａｎｃｒｅ ｐｏｕｒ

　

ｕｎｅ ｅｘｏｔｉｑｕｅ ｎａｔｕｒｅ！

Ｕｎ Ｅｎｎｕｉ，ｄきｓｏｌｅｐａｒ１ｅｓｃｒｕｅ１ｓｅｓｐｏｉｒｓ，

Ｃｒｏｉｔｅｎｃｏｒｅ呉１’ａｄｉｅｕｓｕｐｒｅ１ｎｅ

　

ｄｅｓ ｍＬｏｕｃｈｏｉｒｓ！

Ｅｔ，ｐｅｕｔ‐ｅｔｒｅ，ｌｅｓｌｒｌａｔｓ，ｉｎｖｉｔａｎｔｌｅｓ

　

ｏｒａｇｅｓ

ｓｏｎｔ‐ｉｌｓ

　

ｄｅ ｃｅｕｘ ｑｕ’ｕｎ ｖｅｎｔｐｅｎｃｈｅ ｓｕｒ

　

ｌｅｓ ｎａｕｆｒａｇｅｓ

Ｐｅｒｄｕｓ，ｓａｎｓＩＴ山ｔｓ，ｓａｎｓ ｍａｂｓ，ｎｉｆｅｒｔｉｌｅｓ

　

ｉｌｏｔｓ…

Ｍ【ａｉｓ，６ ｍーｏｎ ｃ慌ｕｒ，ｅｎｔｅｎｄｓ

　

ｌｅ

　

ｃｈａｎｔ ｄｅｓ

　

ｍａｔｅｌｏ憶！８）

　

この詩の詩形は１２音綴， ｒｉｍｅｐｌａｔｅ の ｄｉｚａｉｎ と ｓｉｘａｉｎ とからなる

　

ｉｓｏｍｄｔｒｉｑｕｅ

　

の定形であ

る， 詩の内容だけではなく形式面に於ても

　

Ｍａｌｌａｒｍき が Ｈきｒｏｄｉａｄｅ の詩形にまで到達するため

に如何に貴重な習作を行ったかが解る作品である． 伝統的詩形の端麗な精粋を継承したとしても

それに頼るだけでは新しい詩の領域には到達し得ないのである． 彼が１２音綴，

　

ｒｉｍｅｐｌａｔｅ，

　

ｌｓｏ－

ｍｅｔｒｉｑｕｅの定形を用いながらも句切りに変化を与えようとしたことは，詩に於ける新しいｒｙｔｈｍｅ

を発見しようとして摸索したことに外ならないが， ｄｉｚａｉｎ と ｓｉｘａｉｎ の２つの ｓｔｒｏｐｈｅｓを用いた

ことによって伝統的詩形を継承してもいるのである， 真に新しいものを創作しようとすれば伝統

的なものと対決しなければならない創造家の苦悩がここに窺え得るのである．

　

このような形式上の大切な習作とともに Ｍａｌｌａｒｍき は ｃｈａｉｒの問題と対決したのである． 彼は

《Ｌａｃｈａｉｒｅｓｔｔｒｉｓｔｅ》と語ると直ちに 《Ｆｕｉｒ！ｌａ‐ｂａｓｆｕｉｒ！》 と逃亡しようとしている． Ｒｉｍ－

ｂａｕｄ も同じように《Ｊｅ ｍｅｓｕｉｓｅｎｆｕｉ９）》と述べている． ｃｈａｉｒ の問題と対決するとこれら２人

の偉大な詩人は何故逃亡しようとしたのであろうか． 詩人達の外的には全く目立たない平凡な逃

亡には何の意味もないのであろうか． 並外れて優れた資質を備えていたこれらの詩人達が何の意

味もなく逃亡することはない， Ｒｉｍｂａｕｄ の Ｕｎｅｓａｉｓｏｎ ｅｎ ｅｎｆｅｒ は何の意味もなく創造きれた

のではない． Ｍａｌｌａｒｍき はこの詩の５行目で 《Ｎｅｒｅｔｉｅｎｄｒａ ｃｅｃ鑑ｕｒｑｕｉｄａｎｓｌａ ｍｅｒｓｅｔｒｅｍ－

ｐｅ》と述べ て い る． そして更に９行目で《Ｊｅｐａｒｔｉｒａｉ！》といい， ｓｉｘａｉｎ の３行目で《Ｅｔ，ｐｅｕｔ－

ｅｔｒｅ，
ｌｅｓ ｍ九ｔｓ，ｉｎｖｉｔａｎｔｌｅｓｏｒａｇｅｓ》と語らざるを得なかったのである．ｃｈａｉｒの問題と対決した

Ｍａｌｌａｒｍき は瞬間的に ｃｈａｉｒ の運命を透視したのであるｌｏ）
． 悲しい生き身とは彼の ｃｈａｉｒ である

ばかりではなく， 同時に他者の ｃｈａｉｒ であったのである． この地上に生きているあらゆる生物の

ｃｈａｉｒ であったのである， 彼は自分の ｃｈａｉｒ によって， すべての生物の ｃｈａｉｒ の悲しい運命を透

視したからこそ， 何ものも海の中に漬かる自分の心を引きとめられないのが解ったのである， 例

え汽船に乗って出帆しても恐らく雷雨はやって来るのである， 彼は ｃｈａｉｒ の問題と対決したとき

Ｒｉｍｂａｕｄ と同じく文明が未来に於て

　

ｃｈａｉｒ

　

に及ぼす危険の大きさを察知したからこそ逃亡しよ

うとしたのである． このようにして

　

Ｍａｉｌａｒｍｅ は

　

ｃｈａｉｒ の危機を自覚することによって ｃｈａｉｒ

を把握したのである１１）． そして ｃｈａｉｒ を未来の危機からどのようにして救うかという極めて重要

な課題を解決するためにこそ， 詩に於て ｃｈａｉｒ が問題となる必然性を発見したのである， そして

このことが Ｈきｒｏｄｉａｄｅ の創作を進展させることになったのである．

　

思考と聴覚と発音器官と肉体とを同時に満足させる総合的な美の創造こそ Ｈ６ｒｏｄｉａｄｅ 創作の課

題である． このような美の創造のために一人の女性を創作したのである， １８６４年末に Ｍａｌｉａｒｍき

ー５１一



Ｍ１ａｌｉａｒＩｎ６

　

の

　

Ｈ６ｒｏｄｉａｄｅ

　

ｙこ ）いて

は散文詩 Ｌｅｐｈｅｎｏｍｅｎｅｆｕｔｕｒ の中でこの女性について語っている． 《］’ａｐｐｏｒｔｅ， ｖｉｖａｎｔ（ｅｔ

ｐｒ壱ｓｅｒｖｅｅａｔｒａｖｅｒｓ１ｅｓ ａｎｓ ｐａｒｌａ

　

ｓｃｉｅｎｃｅ

　

ｓｏｕｖｅｒａｉｎｅ） ｕｎｅ

　

Ｆｅｍ１ｎｅ

　

ｄ’ａｕｔｒｅｆｏｉｓ． Ｑｕｅ１ｑｕｅ

ｆｏｌｉｅ，ｏｒｉｇｉｎｅｌｌｅｅｔｎａｉｖｅ，ｕｎｅ ｅｘｔａｓｅ ｄｏｒ，ｉｅ ｎｅ ｓａｉｓｑｕｏｉ！ｐａｒｅｌｌｅｎｏｍｍ１３ｓａｃｈｅｖｅｌｕｒｅ，ｓｅ

ｐｌｏｉｅ ａｖｅｃｌａ ｇｒａｃｅ ｄｅｓｅｔｏｆｆｅｓａｕｔｏｕｒ ｄ’ｕｎ ｖｉｓａｇｅ ｑｄｅｃｌａｉｒｅｌａ ｎｕｄｉｔｅ

　

ｓａｎｇｌａｎｔｅ

　

ｄｅ ｓｅｓｌｅ‐

ｖｒｅｓ． Ａ１ａ

　

ｐｌａｃｅ

　

ｄｕ ｖｅｔｅ］ばｌｅｎｔｖａｉｎ，ｅｌｌｅ

　

ａ

　

ｕｎ

　

ｃｏｒｐｓ；ｅｔ

　

ｌｅｓ

　

ｙｅｕｘ， ｓｅｍｂｌａｂｌｅｓ

　

ａｕｘ ｐｉｅｒｒｅｓ

ｒａｒｅｓ，ｎｅ Ｖａｌｅｎｔｐａｓ ｃｅ ｒｅｇａｒｄ ｑｕｉｓｏｒｔｄｅｓａｃｈａｉｒｈｅｕｒｅｕｓｅ；ｄｅｓｓｅｉ１１ｓｌｅＶｅｓ

　

ｃｏ１ｍｍｅ

　

ｓ
’ｉｌｓ

ｅｔａｉｅｎｔｐｌｅｉｎｓ ｕｎｌａｉｔｅｔｅｒｎｅｌ，ｌａ ｐｏｉｎｔｅ ｖｅｒｓｌｅｃｉｅｌ， ａｕｘｉａｍｂｅｓｌｉｓｓｅｓ ｑｕｉｇａｒｄｅｎｔｌｅｓｅｌ

ｄｅｌａｍｅｒｐｒｅｍｉｅｒｅ．
１２〕》この女性は決して１９世紀中葉の娘ではなく昔の女性である．その女性は至

高永遠の女性美に輝いてはいるが， 真に新しい美の創造に相応しい女性を発見する手懸りとして

連れて来られたのである．そしてこのような習作によってのみＨｅｒｏｄｉａｄｅの創作は可能となったの

である． しかしこの女性の ｃｈａｉｒ は単なる

　

ｅｔｒｅ であって， 最高の知識によって長年の間保護さ

れて来た物体の一種に過ぎないのである．ｃｈａｉｒが生命を得るのは ａｃｔｉｏｎ によってなのである，

われわれはこの場合にこの

　

ａｃｔｉｏｎ

　

を外白守世界に於ける

　

ａｃｔｉｏｎ

　

と早合点してはならないのであ

る． 外的世界に於けるａｃｔｉｏｎとは物理的な運動であって， 物理的運動ならば物体にも可能なので

ある． ｃｈａｉｒ が生命を得る

　

ａｃｔｉｏｎ とは ｃｈａｉｒが型化される内的世界に於ける

　

ａｃｔｉｏｎ によっての

み可能なのである． このようにして Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は劇形式を選ばざるを得なかったのである，

　

Ｈきｒｏｄｉａｄｅ の詩形は ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ と Ｓｃｅｎｅ に於ては１２音綴，ｒｉｍｅｐｌａｔｅ，ｓｔｒｏｐｈｅのないｉｓｏｍｅＭ

ｔｒｉｑｕｅ の定形詩の ｔｒａｇｅｄｉｅ である． そして Ｃａｎｔｉｑｕｅ ｄｅｓａｉｎｔＪｅａｎ に於ては ｑｕａｔｒａｉｎ のｏｄｅ

であり， 各 ｃｏｕｐｌｅｔ の詩句の音綴数は６， ６， ６， ４， ｃｏｕｐｌｅｔ の数は７， ｒｉｍｅ の配置はａａ ｂ

ｂ
， ｃ ｃ ｄ ｄ

， ｅ ｅｆｆ， ｇｇｈｈ， ｉ

　

ｉ

　

ｊ

　

ｊ， ｋｋｌ

　

ｌ， ｍｍｎｎである．

　

ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ と Ｓｃｅｎｅ に於ける

　

ａｌｅｘａｎｄｒｉｎ は１２の響きの様々な配合を使用している１３１
．

Ｒａｃｉｎｅ

の Ｐｈｅｄｒｅ１４） の単調さに比較すると， Ｍａｌｌａｒｍき が如何に響きの ｐｏｌｙｐｈｏｎｉｅ を求めたかが解る

のである． またこのことは詩句の句切りに様々な変化を与えるので詩形の ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｅを求めた

ことにもなるのである． 更に ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ と Ｓ

　

ｃｅｎｅ とは ｓｔｒｏｐｈｅ のないｉｓｏｍｅｔｒｉｑｕｅ の詩形を用

いているが， これはわれわれに解放感と流動感を与え， 内的世界に於て無限に繰返しながら快感

を味合うことに可能性を与えるのである． 定形詩であるため近代的自由詩のように視覚的に Ｐｏ…

ｌｙｍｏｒｐｈｉｅ を楽しめないが１５）
， 詩句の句切りの様々な変化による， 詩形の ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｅを定形詩

の ｔｒａｇきｄｉｅ に内在させることによって， 内的世界の ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｅ をわれわれに感じさせるので

ある．

　

Ｍａｌｌａｒｍ巻 は ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ と Ｓｃｅｎｅ の ｓｔｒｏｐｈｅ のない ｔｒａｇ６ｄｉｅ

　

の詩形に於て， 詩句の句切り

に様々な変化を与え， 従来の定形詩の ｒｙｔｈｍｅ から詩を解放して新しい ｒｙｔｈｉｎｅ の要素とした．

そして

　

Ｌａ Ｎｏｕｒｒｉｃｅ

　

と

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

の対話詩によって劇を構成したのである．

　

これによって，

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の作品に ａｃｔｉｏｎ が与えられ， Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

の ｃｈａｉｒ は内的世界に於て生命を得ること

によって聖化されたのである． Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の気品は保持され，

　

《Ｒｅｃｕｒｅｚ》，

　

《Ｌａｉｓｓｅｌａｃｅｓ

ｐａｒｆｕｍｓ！》， 《Ａｓｓｅｚ！》， 《Ａｒｒｅｔｅ》， 《ｏｈ！ｔａｉｓｔｏｉ！》， 《Ｎｅｎｔｅｎｄｅｚｐａｓ！》， 《Ｇａｒｄｅｔａ

ｐｉｔｉｅｃｏｍｍｅｔｏｎｉｒｏｎｉｅ》， 《Ｓｏｉｓｃａｌｍｅ》， 《Ｐａｒｄｏｎｎｅａｃｅ ｃぼｕｒｄｕｒ》， というような頻り

に用いられる命令ロ調も不自然でなくなるのである，

　

このような壕り形式は， 詩句の句切りに様々

な変化を与えられた ｓｔｒｏｐｈｅ のない詩形を用いたことと相撲って， われわれの内的虚無に， われ

われの思考と聴覚と発音器官と肉体とを同時に満足させる， 新しい ｒｙｔｈｍｅ と内的世界の ｐｏｌｙ“

ｍｏｒｐｈｉｅ とを感じさせ， 真に新しい美の快感を与えるのである． そしてわれわれを詩の新しい内

－５２
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的領域へ高めるのである．

　

Ｍａｌｌａｒｍき は劇について《Ｌａｓｃｅｎｅ ｅｓｔｌｅｆｏｙｅｒｅｖｉｄｅｎｔｄｅｓｐｌａｉｓｉｒｓｐｒｌｓｅｎｃｏｍｍｕｎ，ａｕｓｓ・

ｅｔｔｏｕｔｂｉｅｎｒるｆｌｅｃｈｉ，ｌａ ｍａｉｅｓｔｕｅｕｓｅ ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ ｓｕｒｌａ ｍｙｓｔｅｒｅ ｄｏｎｔｏｎ ｅｓｔｏｕ ｍｏｎｄｅｐｏｕｒ

ｅｎｖｉｓａｇｅｒｌａｇｒａｎｄｅｕｒ，
１６」…》と述べているが， 劇とは家族がその前で団藁を楽しみ， それを中心

に和合する媛炉のようなものなのである． 大きな劇場では観客の群が媛炉と同じような機能と形

式とを持つ舞台の前で和合する． Ｍａｌｌａｒｍｅ は決して劇場を建てようとしたわけではないが， 書
物を書くことに・よつてあらゆる奔放さで形式を按排したのである１７）． そして彼は劇形式として手
頃な住宅の炉辺で静かに内的上演１８）をなし得る形式を選んだのである， そして人々から離れた所
で小さな媛炉の火のような精神の祭りを行うことを可能にしたのである．

２

　

Ｍａｌｌａｒｍｅは外的世界という， 時間が一瞬々々具体的仕事や事件に結びつけられている世界とは
異質の世界， そこでは時間というものが自由に解放され， 何の拘束も受けずに永遠性を保持・して
いるし， 時間というものの本来の在り方， 純粋な流れも見出し得る世界の内的虚無に対して， わ
れわれの思考と聴覚と発音器官と肉体に同時に 美の快感を繰返えさせる新しさを内在させた形式
を斎らしたのであるが， これはまた詩に音楽美を導入することでもある． Ｍａｌｌａｒｍ敵まＨｅｒｏｄｉａｄｅ

に於て書物への交響楽の移調を完成する秘術を試みたのである． 書物への交響楽の移調について
彼は Ｃｒｉｓｅｄｅ ｖｅｒｓ の中で《ｕｎ ａｒｔ ｄａｃｈｅｖｅｒｌａｔｒａｎｓｐｏｓｉｔｉｏｎ，，ａｕ Ｌｉｖｒｅ，ｄｅｌａｓｙｍｐｈｏｎｉｅｏｕ

ｕｎｉｍｅｎｔｄｅｒｅｐｒｅｎｄｒｅ ｎｏｔｒｅｂｉｅｎ：１９）》

　

であると述べているが， 内的上演をなし得る手頃な形式
の中に， われわれの宝物を奪い返そうと試みたのである． 彼は外的世界に於ける事物や仕事や事
件や思想に拘束された実用語の機能を拒絶して， 内的世界に於て文明の ｕｔｉｌｉｔｅから解放された，
了承によつては把握し得ない生ある宝物を創造しようと試みたのである， 彼にとりて外的世界に
於ける事物や仕事や事件や思想を記述したり， 話したりすることが問題であつたのではなく， 内
的実在を示唆する （ｓｕｇｇｄｒｅｒ） ことが肝要なことであつたのである， 従つて詩句 （ｖｅｒｓ） は外的
事柄に拘束されたまま語 （ｍｏｔ） を使用して作ってはならないのである， そして文明の ｕｔｉｌｉｔ６ に
盲従して何かを実現しようとする意図 （ｉｎｔｅｎｔｉｏｎ） や， 外的世界で意志を伝え合う言葉（ｐａｒｏｌｅ）
というものは，詩句によって喚起される感動を前にして消え去らねばならないのである．

２０） こ のよ

うな詩句について Ｍａｌｌａｒｍき は

　

《Ｌｅ ｖｅｒｓｑｕｉ

　

ｄｅ

　

ｕｓｉｅｕｒｓ

　

ｖｏｃａｂｌｅｓ

　

ｒｅｆａｉｔ

　

ｕｎ

　

ｍｏｔ

　

ｔｏｔａｌ，
ｎｅｕｆ，６ｔｒａｎｇｅｒａｉａｌａｎｇｕｅｅｔｃｏｍｍｅｉｎｃａｎｔａｔｏｉｒｅ》２１） と述べている． 実用語から隔離をなし終

えた全く新しい ｖｅｒｓ とは呪文 （ｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ） なのである， 従って ｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ とは内的世界の
深みに於て， 虚無（ｎ６ａｎｔ） に遭遇した創造家だけが彫ることのできる詩句なのである． Ｒｉｍｂａｕｄ

が極めて本能的に ｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ を創造したのに対し， Ｍａｌｌａｒｍきは極めて理知的に創造したので
ある． しかしわれわれが文法に従って習慣的に使用している言語 （ｌａｎｇｕｅ） とは無関係な， ｉｎ－
ｃａｎｔａｔｉｏｎ の創作は精神的にも知的にも肉体的にも苦悩を伴ったのである．

　

Ｍａｌｌａｒｍｅ は１８６４年１０月に Ｔｈｄｏｄｏｒｅ Ａｕｂａｎｅｌ への手紙に

　

《ｊｅ ｖａｉｓｔｒａｖａｉｌｌｅｒ ａ ｍｏｎ Ｈきｒｏ－

ｄｉａｄｅ，》
２２） と書き， ＨｅｎｒｉＣａｚａｌｉｓ には

　

《ｒａｉｅｎｆｉｎｃｏｍｍｅｎｃｅ ｍｏｎ Ｈきｒｏｄｉａｄｅ．》２３） と伝え，
１８６４年の後半に於て Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の創作を始めたのである． そして１８６５年２月には前述したように
Ｅｕｇｅｎｅ Ｌｅｆβｂｕｒｅ に対し肉体的苦悩を訴えている． しかも同じ頃 ＨｅｎｒｉＣａｚａｌｉｓに出した手紙で

は《ｊｅｖｅｕｘ ｃｏｍｍｅｎｃｅｒｕｎｅｓｃｅｎｅｉｍｐｏｒｔａｎｔｅ ｄＨｅｒｏｄｉａｄｅ，
２４）》と書き， ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ を創作 し

終らなＬ・うちに

　

Ｓｃｅｎｅ に関心を向けているのである． このことによつても ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ の創作が
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Ｍ【ａｌｌａｒｍき

　

の Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

に ）し・て

困難なものであったことが解る． 同じ年の５月

　

ＨｅｎｒｉＣａｚａｌｉｓ 宛の手紙には《ｏｒｖｅｎｉｒａ Ｐａｒｉｓ

ｓａｎｓ ｍｏｎ 日きｒｏｄｉａｄｅ，ｑｕｉｎｅ ｍ’ａｐｐａｒａｉｔｐ１ｕｓｑｕｅｃｏｍｍｅｕｎｖｉｅｕｘｓｏｕｖｅｎｉｒ，ｅｓｔｕｎｅｇｒａｎｄｅ

ｄｏｕｌｅｕｒｅｔｕｎｅ ｈｕｍｉｌｉａｔｉｏｎ．
２５）》と述べ， ６月か７月の手紙では《Ｊ’ａｉｌａｉｓｓｅ Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ…２６）》と

書いているが， 精神的苦悩と屈辱を噛締めながら Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ 創作を放棄しているのである．１０月

の Ｔｈｄｏｄｏｒｅ Ａｕｂａｎｅｌ宛の手紙では《ｉｅｃｏｍｍｅｎｃｅＨきｒｏｄｉａｄｅ２７）》と書いて漸く ＵＡｐｒｅｓ・Ｍｉｄｉ

浅ｕｎ Ｆａｕｎｅ の創作から Ｈｄｒｏｄｉａｄｅ の創作へ再び帰ることができるようになったのである． １８６５

年２月頃 ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ の創作を投げ出して以来， それに対し

　

Ｍａｌｌａｒｍる

　

は関心を抱いてはいたが

余り進捗せず， １８６６年４月

　

ＨｅｎｒｉＣａｚａｌｉｓ宛の手紙に於ても未だ粗描の状態にあることを表明し

ている． しかし彼が 《Ｊ’ａｉｅｃｒｉｔｌ’ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ ｍｕｓｉｃａｌ，ｐｒｅｓｑｕｅ ｅｎｃｏｒｅａｌでｔａｔ ｄきｂａｕｃｈｅ， ｍａｉｓ

ｊｅｐｕｉｓｄｉｒｅｓａｎｓｐｒｅｓｏｍｐｔｉｏｎｑぜｅｌｌｅｓｅｒａ寸ｕｎｅｆｆｅｔｉｎｏｕｉ…２８）》と述べたように，この音楽的作

品を未聞の効果があるものにしようとしたからこそ， このように苦悩を伴ったのである． そして

この恐ろしい苦悩によって彼の思考は外的世界に緊縛された思想によってではなく， 思考それ自

身によって思考され， 虚無の清澄な概念に達したのである． 彼はこの点について次のように語っ

ている． 《Ｔｏｕｔｃｅ ｑｕｅ，ｐａｒｃｏｎｔｒｅｃｏｕｐ， ｍｏｎ ｅｔｒｅ ａ ｓｏｕｆｆｅｒｔ， ｐｅｎｄａｎｔｃｅｔｔｅｌｏｎｇｕｅ ａｇｏｎｉｅ，

ｅｓｔｉｎａｎａｒｒａｂｌｅ， ｍａｉｓ，ｈｅｕｒｅｕｓｅｍｅｎｔ，ｊｅ ｓｕｉｓ ｐａｒｆａｉｔｍｅｎｔ ｍｏｒｔ， ｅｔ１ａ ｒきｇｉｏｎ１ａ ｐ１ｕｓｉｍｐｕｒｅ

ｏａ ｍｏｎ Ｅｓｐｒｉｔｐｕｉｓｓｅ ぎａｖｅｎｔｕｒｅｒｅｓｔｌ’禽ｔｅｒｎｉｔｅ，ｍｏｎ Ｅｓｐｒｉｔ，Ｃｅｓｏｌｉｔａｉｒｅ ｈａｂｉｔｕｅｌｄｅｓａｐｒｏ－

ｐｒｅ Ｐｕｒｅｔｅ，ｑｕｅ ぱｏｂｓｃｕｒｃｉｔｐｌｕｓ ｍｅｍｅｌｅｒｅｆｉｅｔｄｕ Ｔｅｍｐｓ．
２９）》．

　

彼の精神が冒険を試みるこ

とができる領域は， 時の反映をすらもはや曇らせることのない， 彼の精神， 詰り永遠であったの

である．

　

このような領域には， ｐａｒｏｌｅ から隔離をなし終えた全く新しい ｖｅｒｓ である

　

ｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ とし．・

う表現形式によってのみ達することができるのであり， その形式による内的上演を外的世界とは

別次元のものに高める

　

ｏｕｖｅｒｔｕｒｅ に対し， 正確な記述や外的行為のような文明の ｕｔｉｌｉｔｅ に限定

された行為を探し求めるのは無駄なことである３０）． そこでは詩の中の語はもはやそれらの本来の

色彩を持たなくなり， 音階の中間過程に過ぎないと思われるまで重なり合っているのである３１）．

　

Ｍａｌｌａｒｍｅ は１８６４年末に《Ｕｎｃｉｅｌｐａｌｅ，ｓｕｒｌｅ ｍｏｎｄｅｑｕｉｆｉｎｉｔｄｅｄｅｃｒｅｐｉｔｕｄｅ，ｖａｐｅｕｔ‐ｅｔｒｅ

ｐａｒｔｉｒ ａｖｅｃｌｅｓｎｕａｇｅｓ３２）》 と語り， 世界の凋落による

　

ｃｈａｉｒ の危機によって ｃｈａｉｒ を把握した

のである． しかも Ｍａｌｌａｎｎｅ

　

の絶望は深いものだったのである．

Ｄｅｓｅｓｐｅｒｅ

　

ｒ・〕Ｌｏｎｔｅｒ

　

ｌｅｖｉｅｉｌｅｃｌａｔｖｏｉｌｅ３３）

　

そしてこの深い絶望こそが彼を内的世界へ飛躍させたのであり，

　

この永遠を見出し得る世界に

飛躍し得た彼には過去を呼び起すことが可能になったのである．

Ｕｎｅｖｏｉｘ，ｄｕｐａｓｓｅｌｏｎｇｕｅｅｖｏｃａｔｉｏｎ，

Ｂｓｔ－ｃｅ

　

ｌａ

　

ｌ

　

ｌ・ｉｅｎｎｅ ｐｒｅｔｅ

　

ａ

　

ｌ’ｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ？３４）

それだけではなく外的世界とは別次元の内的世界にのみ実在し得る虚構を築いたのである． 文

明の ｕｔｉｌｉｔｅ

　

に追われる思索や外的世界に緊縛された感覚を欺く過去の幻影， 錯乱， 迷いを描い

たのである． 彼はこの嘘を光栄ある虚構３５〕と呼んだのである． そしてそこに実在の意識を抱き，

ないことが解っている夢の中に湧きあがる， 魂やあらゆる神聖なものを歌う素材の光景を表現し
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たのである，

Ｌａ

　

ｃｈａｉｎＬｂｒｅｓｉｎｇｕｌｉｅｒｅ ｅｎ

　

ｕｎ ｃａｄｒｅ，ａｔｔｉｒａｉＩ

Ｄｅｓｉｅｃｌｅｂｅｌｌｉｑｕｅｕｘ，ｏｒｆｅｖｒｅｒｉｅａｔｅｉｎｔｅ，

Ａ１ｅｎｅｉｇｅｕｘｉａｄｉｓｐｏｕｒ ａｎｃｉｅｎｎｅｔｅｉｎｔｅ，

Ｅｔｓａ

　

ｔａｐｉｓｓｅｒｉｅ，ａｕ

　

ｌｕｓｔｒｅ ｎａｃｒ６，ｐｌｉｓ

ｌｎｕｔｉｌｅｓ

　

ａｖｅｃｌｅｓｙ ｅｕｘ

　

ｅｎｓｅｖｅｌｉｓ

Ｄｅｓｉｂｙｌｌｅｓ

　

ｏｆｆｒａｎｔｌｅｕｒ

　

ｏｎｇｌｅ ｖｉｅｉｌ

　

ａｕｘ Ｍ１ａｇｅｓ．

Ｕｎｅ ｄ’ｅｌｌｅｓ，ａｖｅｃ ｕｎ ｐａｓｓｅｄｅｒａｍａｇｅｓ

Ｓｕｒ ｍＬａ

　

ｒｏｂｅｂｌａｎｃｈｉｅ

　

ｅｎ

　

ｌ’ｉｖｏｉｒｅｆｅｒ・ｎｅ

Ａｕ

　

ｃｉｅｌ

　

ｄ’ｏｉｓｅａｕｘ ｐａｒｌ・・ｉ

　

ｌ’ａｒｇｅｎｔ ｎｏｉｒ ｐａｒｓｅｌ・ゐ

Ｓｅｍｂｌｅ，ｄｅ

　

ｖｏｌｓ

　

ｐａｒｔｉｒ

　

ｃｏｓｔｕｍｅｅ ｅｔｆａｎｔ６ーｎｅ，
３６）

　

永遠という虚無を見出した Ｍａｌｉａｒ・ｎｅ にとって取消された過去とは何であったろぅか， それは

本当であったことがなかったものなのである． 外的事物や仕事や事件や行為や思想によって腐蝕

されてしまった人々にとっては， 現実的と思い込んだ衝撃による刻印を押された時間しか問題に

ならないため， 過去とは過去にあった事柄の現存する証拠や資料に拘束された過去なのである．
しかし現実とは常に現在に於て確認さ＃も得る事実であって， 一瞬間前の事柄ですら現在確認され

得る事実ではないのである． 況して遠く長い過去とは現実ではないのである． 現実ではない過去

を現存する証拠や資料によって判断するということは主観的判断ではあり得ても， 客観的判断で

はあり得ない． 普通われわれは便宜的に時間に外的刻印を押して， 多かれ少かれ便宜的な過去や

未来を含んだ暖昧な現在という観念を現在と考えているだけであって， 現在が一瞬前の過去と一

瞬後の未来から隔てられているとされている， その隔たりを無限に精密に計るならば， そのよう

な現在は消滅してしまうのである． どのように僅かであっても過去や未来を含んでいる現在とは

現在ではないのである， 外的世界に於ては現在は成立たないものである． 現在が消滅すれを 現実
も消え去り， 事実だけが淋しく残るのである． また現在が消滅すれば過去も未来も消滅する． 過

去も未来も現在もない時間とは虚無であり， 虚無である時間は現実的ではない事実の衝撃によっ

て刻印を押されることはないのである． すべては， 永遠という虚無の中に溶解してしまうのであ

る． 事物や仕事や事件や行為や思想は証拠や資料という事実として残ることはあっても， 時間に

刻印を押すことはないのである． 時間とは内在的なものであり， 過去とは現在に於て確認されな

いのであり， 現実的であったことがなかったのであり， 本当であったことがなかったものなので

ある． 本来時間とは事物や仕事や事件や行為や思想によって刻印など押すことのできない永遠の

虚無なのであり， われわれの内的世界に在るものなのである， われわれは文明の ｕｔｉｌｉｔ６に対する

便益という甚だ利己的意図によって， 主観的な刻印を時間に押して単なる記憶や外的行為の助け

としているに過ぎないのである． われわれの歴史という意識は主観的なものであっても， 真に客

観的なものではあり得ない， 歴史に参加するということは文明の ｕｔｉｌｉｔ６に対する便益を守る甚だ

利己的行為に過ぎないのである． 現存する証拠や資料によって過去を説明し， そこに法則を見出

しても， 過去の説明や法則の発見ではなく， 現存する証拠や資料の説明であり， 法則の発見に過

ぎないのである． 現存する証拠や資料によって過去を再構成しても， 真の過去ではなく， 嘘の過

去である． われわれは現存する証拠や資料によって， 過去に対して嘘をつくことができるだけな

－５５
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Ｈ６ｒｏｄｉａｄｅ
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のである． われわれは消滅した現在によって取消された過去に対し嘘という幻影， 錯乱， 迷いを

述べることができるだけである． われわれは外的世界に於て， 現在という不在と事実という遺棄

されたものを空しく探し廻るだけなのである． 従って Ｍａｌｌａｎｎｅ は内的世界の光栄ある虚構に取

消された過去を呼び起したのである．

Ａｂｏｌｉｅ，ｅｔｓｏｎ

　

ａｉｌｅ ａｆｆｒｅｕｓｅ ｄａｎｓｌｅｓｌａｒｍーｅｓ

Ｄｕｂａｓｓｉｎ，ａｂｏｌｉ，ｑｕｉｌｌｌｉｒｅｌｅｓ ａｌａｒｌｌｌｅｓ，

Ｄｅｓ

　

ｏｒｓ ｎｕｓｆｕｓｔｉｇｅａｎｔｌ’ｅｓｐａｃｅ ｃｒａｍーｏｌｓｌ，

Ｕｎｅ Ａｕｒｏｒｅ

　

ａ，ｐｌｕｍＬａｇｅ ｈｅｒａｌｄｉｑｕｅ，ｃｈｏｉｓｉ

Ｎｏｔｒｅｔｏｕｒｃｉｎａｒａｉｒｅ ｅｔｓａｃｒｉｆｉｃａｔｒｉｃｅ，

Ｌｏｕｒｄｅｔｏ１ｍｂｅ

　

ｑｕ’ａｆｕｉｅｕｎ ｂｅｌ

　

ｏｉｓｅａｕ，ｃａｐｒｉｃｅ

Ｓｏｌｉｔａｉｒｅ ｄ’ａｕｒｏｒｅ

　

ａｕ ｖａｉｎ ｐｌｕｍーａｇｅ ｎｏｉｒ…

Ａｈｉ

　

ｄｅｓｐａｙｓｄきｃｈｕｓｅｔｔｒｉｓｔｅｓｌｅ ｍＬａｌｌｏｉｒＩ

Ｐａｓ

　

ｄｅ ｃｌａｐｏｔｅｍＬｅｎｔ！

　

Ｌ’ｅａｕｌｎｏｒｎｅ ｓｅｒｅｓｉｇｎｅ，

Ｑｕｅｎｅ ｖｉｓｉｔｅ ｐ．ｕｓｌａ ｐｌｕｍｅｎｉｌｅｃｙｇｎｅ

ｌｎｏｕｂｌｉａｂｌｅ：１’ｅａｕｒｅｆｌｅｔｅｌ’ａｂａｎｄｏｎ

Ｄｅｌ’ａｕｔｏｍｍｅきｔｅｉｇｎａｎｔｅｎ

　

ｅｌｌｅ

　

ｓｏｎ ｂｒａｎｄｏｎ：

Ｄｕ

　

ｃｙｇｎｅ ｑｕａｎｄ ｐａｒｌｎｉ

　

ｌｅｐａｌｅ ｍＬａｕｓｏｌきｅ

ｏｕ

　

ｌａｐｌｕｍＬｅ ｐｌｏｎｇｅａ

　

ｌａ

　

ｔｅｔｅ，ｄｅｓｏｌｅｅ

Ｐａｒ

　

ｌｅ ｄｉａ１ｎａｎｔｐｕｒｄｅｑｕｅｌｑｕｅきｔｏｉｌｅ，【１［ｌａｉｓ

Ａｎｔ壱ｒｉｅｕｒｅ，（１ｕ１ｎｅｓｃｉｎｔｉｌｌａｊａｍａｉｓ．
３７）

　

ここに呼び起された過去のすべては何と不吉な幻影であろうか． われわれは暗い予感に襲われ

るのである． ここで Ｍａｌｌａｒｍｅ は ａｌｅｘａｎｄｒｉｎ の１２の響きの様々な配合を使用して， 伝統的 ａｌｅ‐

ｘａｎｄｒｉｎ から期待されている

　

ｒｙｔｈｍｅ を崩している， そして ｅｎｊａｍｂｅｍｅｎｔ や ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ を用い

たり， 思考の休息や急激な変化を与えないようにしたり何か緩慢な

　

ｒｙｔｈｍｅ の詩文にしている，

古い形式である

　

ａｌｅｘａｎｄｒｉｎ がこのような伝統的な ｒｙｔｈｉｎｅ を変革しようとする詩文に用いられ

ているということはわれわれの暗い予感を一層深いものにする． そうではあるが， 沢山の同格語

や長い形容詞は彼の詩文に緩慢な動きしか与えないのである， 多様な響きと緩慢な動きが伝統的

ａｌｅｘａｎｄｒｉｎ を崩そうとしながらもそれを保持しているのである．

…，．Ｃａｒｔｏｕｔｅｓｔｐｒｅｓａｇｅ ｅｔ・ｎａｕｖａｉｓ

　

ｒｅｖｅ！３８）

３

　

Ｍａｌｌａｒｍ巻は思考と聴覚と発音器官と肉体とを同時に満足させる総合的な美を Ｓｃｅｎｅ に於て創

造した． Ｈるｒａｄｉａｄｅ は Ｌｅｐｈｅｎｏｍｅｎｅｆｕｔｕｒ に於て習作した女性ではない． 彼女は内的上演に耐

え得る美そのものを象徴した女性である． Ａ１ｂｅｒｔ

　

Ｔｈｉｂａｕｄｅｔ

　

が述べたように詩の女神なのであ

る３９）
．

ｏ ｃｈａｒｍｅ ｄｅｒｎｉｅｒ，ｏｕｉ！ｊｅｌｅｓｅｎｓ，ｊｅ ｓｔｌｉｓｓｅｕｌｅ，
４０）

－

　

５６
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それはまた過去が暗示する取消された未来の外的世界に於ける文明が， ｃｈａｉｒ

　

に及ぼす危険と

いうものに対し， 早くも抵抗している優れた資質を備えていた詩人の ｃｈａｉｒ の象徴的告白でもあ

る．

Ｑｕａｎｔａｒｔｏｉ，ｆｅｍｍｅｎきｅ ｅｎ ｄｅｓｓｉｅｃｌｅｓ ｍａｌｉｎｓ

Ｐｏｕｒ１ａ１ｎｅｃｈａｎｃｅｔる ｄｅｓ

　

ａｎｔｒｅｓ

　

ｓｉｂｙｌ１ｉｎｓ，

Ｑｕｉｐａｒｌｅｓ ｄ’ｕｌｌ ｍｏｒｔｅｌ！ｓｅｌｏｎ ｑｕｉｄｅｓｃａｌｉｃｅｓ

Ｄｅｎｒ：ｌｅｓ

　

ｒｏｂｅｓ，ａｒ６ｒｎｅ

　

ａｕｘ

　

ｆａｒｏｕｃｈｅｓ

　

ｄ６１ｉｃｅｓ，

Ｓｏｒｔｉｒａｉｔｌｅｆｒｉｓｓｏｎ ｂｌａｎｃｄｅ ｍａｎｕｄｉｔａ

Ｐｒｏｐｈｅｔｉｓｅ ｑｕｅｓｉｌｅｔｉｅｄｅａｚｕｒｄ’壱七壱，

Ｖｅｒｓｈ・ｉｎａｔｉｖｅｍｅｎｔｌａｆｅｍｍｅｓｅｄきｖｏｉｌｅ，

ハ江ｅｖｏｉｔ

　

ｄａｎｓ１ｎａ

　

Ｐｕｄｅｕｒ ｇｒｅｌｏｔｔａｎｔｅ ｄ’６ｔｏｉｌｅ，

Ｊｅ ｍｅｕｒｓ！４１）

　

Ｈ山ｏｄｉａｄｅ は彼女の体の如何なる部分をも見られたり， 触れられることを誰に対しても拒否し

ている． 彼女は天空に対してさえ拒否しているのである． 見られただけで死ぬということを， 過

去の不吉な幻影や迷いを呼び起しためのとに予言させようとしているが， これは至高の美である

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の ｃｈａｉｒ が外的世界から及ぼされる危険の暗い予感に対する断固とした拒否を示して

いるのである，

　

詩の女神である

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は何処で生れたのであろうか．

Ｖｏｕｓ ａｙａｎｔｒｅｆ蹴るｓ，ｉｏｙａｕｘｄｕ ｍｕｒｎａｔａｌ，

Ａｒｎ・ｅｓ，ｖａｓｅｓｄｅｐｕｉｓ ｍＬａ

　

ｓｏｌｉｔａｉｒｅ ｅｎｆａｎｃｅ，
４２）

　

以上のように述べてあるのを見ると豪著な壁に囲まれた中で生れたのである． この壁は Ａｒｍｅｓ

によって城の壁と推測され得るのである， 従って Ｈｅｒｏｄｉａｄｅは城の中で生れたのである． この城

とはわれわれの利己的感覚では認識し得ない夢想の城である， しかしめのとに対し次のようにも

述べているのである．

……ｔｕ ｎュ’ａｓ ｖｕｅ，６ ｎｏｕｒｒｉｃｅ ｄ’ｈｉｖｅｒ，
Ｓｏｕｓｌａｌｏｕｒｄｅ ｐｒｉｓｏｎ ｄｅｐｉｅｒｒｅｓｅｔｄｅｆｅｒ４３）

　

これらの詩句によると石と鉄の重苦しい牢の下にいたのであるが，

　

これは外的世界が及ぼす危

険に対し抵抗するために， まるで牢にいるように重苦しい感じのする生活をせざるを得なかった

詩人の ｃｈａｉｒ の苦悩を表明しているのである， このような所で生れたＨｅｒｏｄｉａｄｅはわれわれの利
己的な感覚や論理を超越した女性である， それ故に彼女はめのとが彼女の悲しい運命を嘆いたの

に対して，

ｏｕｉ，ごｅｓｔｐｏｕｒ ｍｏｉ，Ｐｏｕｒ ｍｏｉ，ｑｕｅｊｅｆｌｅｕｒｉｓ，ｄｅｓｅｒｔｅ！４４）
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と答えているように彼女自身のためにだけ花咲いていられるのである． 孤独に耐え得る石像のよ

うに， この浮き世に何の期待もしないで楽園に目を向けているのである．

Ｈ舞ｏｄｉａｄｅ は鏡を愛している． 一見それは世の女性達の習俗に従っているようでもある． 他者

から自分に相応しく， 或いは， それ以上に美しく見られたい女性心理を反映しているようでもあ

る． しかし Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ がそのような女性心理に動かされているとしても， それは彼女の愛らしい

一面を示しているのであって， 男性からそう見られようとしているのではなく， 同性のめのとか

らそう見られたいのであって， 本来めのとのいうようにぞっとする程美しい彼女には， そのよう

なことを心配する必要はなかったのである，

Ｅｔｔａ

　

ｓ肥ｕｒＳｏｌｉｔａｉｒｅ，６

　

ｍａ

　

ｓ化ｕｒきｔｅｒｎｅｌｌｅ

Ｍｏｎｒｅｖｅ ｍｏｎｔｅｒａ ｖｅｒＳｔｏｉ：ｔｅｌｌｅｄｅｉａ，

Ｒａｒｅｌｉｍｐｉｄｉｔ６ｄ’ｕｎ

　

ｃ篤ｕｒ

　

ｑｕｉ

　

ｉｅ Ｓｏｎｇｅａ，
４５）

　

このように彼女は語りながら， 鏡の中に映った自分の姿を妹と呼びかけて， 鏡を熱心に見つめ

るのであるが， そのような彼女には Ｎａｒｃｉｓｓｅ の神話を思い起させる面もあるが，しかしそれは決

して ｎａｒｃｉｓｓｉｓｍｅ ではなく， 自分の中に新しい美と生の無限の可能性を探求していることを示し

ているのである．

，．，，．Ｔｉｅｎｓｄｅｖａｎｔ ｍｏｉｃｅ ｎユーｒｏ１ｒ．

ｏ ｍｉｒｏｉｒｌ

Ｅａｕｆｒｏｉｄｅｐａｒｌ’ｅｎｎｕｉ

　

ｄａｎｓｔｏｎ ｃａｄｒｅｇｅｌｅｅ

ＱｕｅｄｅｆｏｉｓｅｔｐｅｎｄａｎｔｄｅＳｈｅｕｒｅｓ，
ｄ６Ｓｏ１きｅ

Ｄｅｓ

　

ｓｏｎｇｅｓ ｅｔｃｈｅｒｃｈａｎｔ ｎｌｅｓｓｏｕｖｅｎｉｒｓｑｕｉｓｏｎｔ

ＣｏＩｎ蕉ーｅｄｅｓｆｅｕｉｌｌｅｓ

　

ｓｏｕｓｔａ ｇｌａｃｅ

　

ａｕ ｔｒｏｕ ｐｒｏｆｏｎｄ，

Ｊｅ ｍ’ａｐｐａｒｕｓ ｅｎ ｔｏｉｃｏｍｍｅｕｎｅｏｍｂｒｅｌｏｉｎｔａｉｎｅ，

Ｍ［ａｉｓ，
ｈｏｒｒｅｕｒｌ

　

ｄｅｓｓｏｉｒｓ，
ｄａｎｓｔａ Ｓｅｖｅｒｅｆｏｎｔａｉｎｅ，

ｊ’ａｉｄｅ ｍｏｎｒｅｖｅｅｐａｒｓ ｃｏｎｎｕｉａｎｕｄｉｔ６１４６）

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ はめのとが憂慮したような騎慢な女性ではなく， 彼女自身の無限の可能性を探求し

ながらも， その自分を客観的に観察することによって， 自己の評価に耐え得る自分を発見しよう

とする謙虚な詩女神だったのである． だからこそ鏡を愛したばかりではなく， 彼女の周囲で， す

べてのものが鏡の偶像崇拝に生きても良かったのである．

Ｂｔｔｏｕｔ，ａｕｔｏｕｒｄｅ ｍｏｉ， ｖｉｔｄａｎｓｌ，ｉｄｏｌａｔｒｉｅ

Ｄ’ｕｎ ｒｌｌｌｒｏ・ｒ

　

ｑｕｉｒｅｆｌｅｔｅｅｎ

　

ｓｏｎ

　

ｃａｌｍＬｅ ｄｏｒｎｌａｎｔ

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅａｕ ｃｌａｉｒｒｅｇａｒｄ ｄｅｄｉａｍａｎｔ…４７）

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ はブロンドの髪の毛をしていた． しかも彼女の髪には何か秘密があるのである． そ

れは祥ない好奇心をきっぱりと拒否した秘密である． その拒否は文明というものの

　

ｕｔｉｌｉｔｅ に盲

従しない詩人の英知に向けられた， 下劣な郷愉の交っ六；好奇心を， 詩人がきっぱり拒否したのに

一５８
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似ているのである． Ｈ６ｒｏｄｉａｄｅ は彼女に触れようとしためのとの不吉な迷いを繰返し注意してい

るのである． われわれにとって必要なことは， 彼女の髪の毛の秘密を了解しようとしないことで

ある． その秘密をわれわれが了解したとしても何も把握し得ないことは明白である． 彼女の髪の

毛はそのように創造されているのである， われわれは， 彼女の髪の毛が人間の苦悩の忘却を広め

る花々ではなく，

　

しかも残忍な輝きに於てもくすんだ蒼白さに於ても， 香料によって永遠に加工

されない黄金であり，金属の不毛の冷たさを保持していることを，彼女とともに望むだけである．

Ｊｅｖｅｕｘ ｑｕｅ ｍｅｓｃｈｅｖｅｕｘ ｑｕｉｎｅ ｓｏｎｔｐａｓｄｅｓｆｌｅｕｒｓ

Ａ ｒｅｐａｎｄｒｅ

　

ｌ’ｏｕｂｌｉ

　

ｄｅｓ ｈｕｒ・ｌａｉｎｅｓ

　

ｄｏｕｌｅｕｒｓ，

ハｄａｉｓ

　

ｄｅ

　

ｌｂｒ、ａ

　

ｊａｒ，Ｑａｉｓ ｖｉｅｒｇｅ ｄｅｓ

　

ａｒｏｒｎａｔｅｓ，

Ｄａｎｓ

　

ｌｅｕｒｓ

　

ｅｃｌａｉｒｓ

　

ｃｒｕｅｌｓ

　

ｅｔ ｄａｎｓ

　

ｌｅｕｒｓ ｐａｌｅｕｒｓｒｎａｔｅｓ，

ｏｂｓｅｒｖｅｎｔｌａｆｒｏｉｄｅｕｒｓｔｅｒｉｌｅｄｕｒｎｅｔａｌ，
４８・

　

めのとは不吉な取消された過去を呼び起した老醜を代表するような女性である， しかし Ｈｅｒｏ‐

ｄｉａｄｅを育てるために乳を与えた女性であり，
ｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ によって Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ を外的世界から

隔離し， 彼女を保護する女性であり， 彼女の命令に服し彼女に仕える女性でもある， Ｓｃｅｎｅ に於

て登場人物は Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ とめのとの二人だけである． しかも対話の内容にも所謂世間の人気に迎

合するような恋愛問題などはないのである． Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は純潔であることの恐怖を愛し， そして

夕方， 彼女の寝床に引きこもって， 侵されたことのない腿虫動物のような髪の毛が， 無効の肉体

にその青白い輝きの冷いきらめきを感じるために， 彼女の髪の毛が彼女に起させる恐怖の間で生

きたいと思っているのである． 彼女は ｃｈａｓｔｅｔｅ に燃えているのである． そしてこの ｃａｔｈｏｌｉｑｕｅ

な ｃｈａｓｔｅｔｅ は後に Ｃａｎｔｉｑｕｅ ｄｅｓａｉｎｔＪｅａｎ へと発展して行くのである，

Ｊ’ａｉｍｅｌ’ｈｏｒｒｅｕｒ ｄ’ｅｔｒｅ ｖｉｅｒｇｅ ｅｔｉｅｖｅｔ拭

Ｖｉｖｒｅｐａｒｍｉ

　

ｌ’ｅｆｆｒｏｉｑｕｅ ｍｅｆｏｎｔ１１１ｅｓ

　

ｃｈｅｖｅｕｘ

Ｐｏｕｒ，ｌｅ ｓｏｉｒ， ｒｅｔｉｒｅｅ ｅｎ・ｎａ

　

ｃｏｕｃｈｅ，ｒｅｐｔｉｌｅ

ｌｎｖｉｏｌｅｓｅｎｔｉｒｅｎ

　

ｌａ ｃｈａｉｒ

　

ｉｎｕｔｉｌｅ

Ｌｅｆｒｏｉｄｓｃｉｎｔｉｌｌｅ１ｎｅｎｔｄｅｔａ ｐｍｅ

　

ｃｌａｒｔｅ

Ｔｏｉｑｕｉｔｅ ｎｎｅｕｒｓ，ｔｏｉｑｕｉｂｒｏｌｅｓｄｅｃｈａｓｔｅｔｅ，
４９）

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は Ｓｃｅｎｅに世に隠れた時代を進んで行くのを思い止つたかのような姿で登場して来

るが， そこには彼女の内的な ａｃｔｉｏｎ があり， Ｓｃｅｎｅ に ｍｏｕｖｅｍｅｎｔ を与えているのである． ほ

んの一瞬彼女は Ｓｃｅｎｅ の中で石像のように止っただけで，

　

すべての生物の ｃｈａｉｒの悲しい運命

を予告するように逃亡して行くのである， 文明が ｃｈａｉｒ に及ぼす危険の大きさを察知した詩人の

苦悩が現れているのである．

Ｄｅｓ

　

ｏｎｄｅｓ

Ｓｅｂｅｒｃｅｎｔｅｔ，ｌａ‐ｂａｓ，ｓａｉｓ‐ｔｕ ｐａｓ ｕｎ ｐａｙｓ

ＯＧ１ｅｓｉｎｉｓｔｒｅｃｉｅｌ

　

ａｉｔｌｅｓｒｅｇａｒｄｓ

　

ｈａｉｓ

Ｄｅ

　

Ｖｅｎｕｓ

　

ｑｕｉ，ｌｅ

　

ｓｏｉｒ，ｂｒａｌｅ ｄａｎｓｌｅｆｅｕｉｌｌａｇｅ：

一

　

５９

　

一



Ｎ【ａｌｌａｒｎ通

　

の

　

Ｈ６ｒｏｄｉａｄｅ

　

をこ‘）し・て

ｒｙｐａｒｔｉｒａｉｓ．
５０）

　

１８６５年７月に Ｍａｌｌａｒｍき は《Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ， 慌ｕｖｒｅｓｏｌｉｔａｉｒｅ， ｍ’ａｖａｉｔｓｔきｒｉｌｉｅｅ；》５１）と書いたが，

女明が発達すればする程真の創造家は ｓｔきｒｉｌｉｔｅ になって行く． Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の逃亡はこの悲しい運

命に抵抗しながら， 文明の ｕｔｉｌｉｔｅに盲従する生活から主体的に逃亡し， 別世界に生き直そうとし

た Ｍａｌｌａｒｍきの意想を伝えているのである， そして別世界への飛躍のために彼は未知なるものに

関心を向けたのである．

Ｊ’ａｔｔｅｎｄｓｕｎｅ ｃｈｏｓｅｉｎｃｏｎｎｕｅ５２）

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は未完成である． これるま文明の発達によって ｓｔａｒｉｌｉｔｅ になった詩人が， 真に創造的

世界に飛躍し得るときが来なければ解決し得ない問題であり， Ｍａｌｌａｒｍきの生きている間にそれ

を完成さノせる機会は訪れなかった． Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は ｃｈａｓｔｅｔａ に燃える女性であったが， 彼女自身

の ｃｈａｓｔｅｔｅ

　

こそ， 早くも ｃｈａｉｒ の危険と文明の危機とを察知し得た Ｍａｌｌａｒｍき 自身の， 優れた

資質と創造家としての ｓｔきｒｉｌｉｔｅ とを表現しているのであって， Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の未完成もそのような

詩人の内的苦悩と結びついているのである， Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は露な花のような自分の唇に対し，

Ｊｅｔｅｚ‐ｖｏｕｓｌｅｓｓａｎｇｌｏｔｓｓｕｐｒｅｌ〕ｒｌｅｓ ｅｔｌ・ｌｅｕｒｔｒｉｓ５３）

と語っているが，

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の心も決して無傷ではなかったのである， しかし

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

の未

完成はこの作品に対し永遠に未知なる可能性と飛躍とを暗示しているのである．

　

青春時代の Ｍａｌｌａｒｍさ の詩に対し， Ｂａｕｄｅｌａｉｒｅ は大きな影響を与えていたし， また Ｐａｒｎａｓｓｅ

も彼を拘束していたのである． しかし独自な詩の領域に到達しようとしていた Ｍａｌｌａｒｍをはこの

ことに満足しているわけにはいかなかった． 習作や彼の手紙に述べられたような内的苦悩の長い

期間を経て， Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ を創作することによって， そのことは可能となったのである．

　

Ｍａｌｌａｒｍｅ はｉｅｕｎｅｓｓｅ を克服することによって，

　

ｃｈａｉｒ の問題と対決し， 文明が ｃｈａｉｒに及

ぼす危険の大きさを察知し， 詩に於て ｃｈａｉｒ が問題となる必然性を発見したのである． しかもこ

のことが彼の創作を進展させることになった． そして

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

に於て思考と聴覚と発音器官

と肉体とを同時に満足させる総合的な美を創造したのである．

　

彼は ｏｕｖｅｒｍｒｅ と Ｓｃｅｎｅ に於て， 内的世界に於ける

　

ａｃｔｉｏｎ によって ｃｈａｉｒ を型化するため

劇形式を採用した． そして

　

ｓｔｒｏｐｈｅ のない ｔｒａｇｅｄｉｅ の詩形に於て， 詩句の句切りに様々な変化

を与えたのである． この両者はわれわれの内的虚無にわれわれの思考と聴覚と発音器官と肉体と

を同時に満足させる， 新しい ｒｙｔｈｍｅ と内的世界の ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｅ とを感じせさ， 真に新しい美

の快感をわれわれに与えるのである

　

，彼はまた ＣａｎｔｉｑｕｅｄｅｓａｉｎｔＪｅａｎ に於て

　

ｏｄｅ の形式を採

用し詩に於ける

　

ｍｕｓｉｑｕｅ を重要視したのである．

　

Ｍａｌｌａｒｍｅ は内的上演をなし得る手頃な形式の中に， われわれの宝物を奪い返そうと試みたの

であるが， 外的世界に於ける事物や仕事や事件や思想に拘束された実用語の機能を拒否して， 内

的世界に於て文明の ｕｔｉｌｉｔｅ から解放された，

　

了解によっては把握し得ない宝物を創造しようと

試みたのである． 彼にとって事物や仕事や事件や思想を記述したり， 話したりすることが問題で



宮

　

本

　

多

　

紀

　

雄

はなく， 示唆する （ｓｕｇｇｅｒｅｒ） ことが問題だったのである． その示唆の内容は内的世界の実在で
ある， そして ｐａｒｏｌｅ から隔離をなし終えた全く新しい ｖｅｒｓ である

　

ｉｎｃａｎｔａｔｉｏｎ を創造したので

ある． 彼は世界の凋落による ｃｈａｉｒ の危機によって ｃｈａｉｒ を把握したのであるが， その場合彼の
絶望は深いものだったのである． そしてこの絶望によって彼は内的世界へ飛躍し得たのであり，
永遠を見出し得る世界に於て過去を呼び起すことが可能になったのである． 彼によって呼び起さ
れた過去のすべては不吉な幻影と迷いであり， われわれに暗い予感を与えるものであった． 古い
形式である

　

ａｌｅｘａｎｄｒｉｎ が伝統的な ｒｙｔｈｍｅ を変革しようとする詩文に用いられ， 多様な響きと
緩慢な動きが伝統的なａｉｅｘａｎｄｒｉｎ を崩そうとしながらもそれを保持しているため， われわれに一
層深く暗い予感を与えるのである．

　

Ｓｃｅｎｅ に於ける

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ

　

は内的上演に耐え得る美そのものを象徴した女性である， それは
過去が暗示する， 取消された未来の外的世界に於ける文明が ｃｈａｉｒ に及ぼす危険というものに早
くも抵抗している優れた資質を備えていた詩人の象徴的告白であった．Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は ｃｈａｓｔｅｔ６に

燃える女性であったが， 彼女の ｃｈａｓｔｅｔｅ は Ｍａｌｌａｒｍき の優れた資質と創造家としての ｓｔｇｒｉｌｉｔｅ

を表現ｔているのであって， Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ の未完成もそのような彼の内的苦悩と結びついているの
である．

　

Ｈｅｒｏｄｉａｄｅ は Ｍａｌｌａｒｍき と同じく無傷な心を持っているわけではないが， この作品の

未完成はこの作品に対し永遠に未知なる可能性と飛躍とを暗示しているのである．
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３２） Ｓｔｅｐｈａｎｅ Ｍａｌｌａｒｍｇ：ｏｅｕＶｒｅｓＣｏｍｐｌｅｔｅｓ，Ｂｉｂｌｉｏｔｈ壱ｑｕｅ ＤｅＬａＰ１６ｉａｄｅ，Ｌｅｐｈ６ｎｏｍｅｎｅｆｕｔｕｒ，ｐ．２６９．

３３） 注６）参照．
３４） Ｓｕｐｒａ，参照．
３５） Ｓｔ６ｐｈａｎｅ Ｍａｌｌｒｍｅ：Ｑ）ｒｒｅｓｐｏｎｄａｎｃｅ，Ｇａｌｌｉｍａｒｄ，ｐ．２０８参照，

３６） 注６）参照．
３７） Ｓｕｐｒａ，参照．
３８） Ｓｕｐｒａ，参照．
３９） ＡＩ熊ｒｔＴｈｉｂａｕｄｅｔ：ＬａＰｏ６ｓｉｅ ＤｅＳｔ６ｐｈａｎｅ Ｍａｌｌａｒｍｇ，Ｌｉｖｒｅｌｌｌ，ｐ．３８８参照，

４０） 注６）参照．
４１） Ｓｕｐｒａ，参照，
４２） Ｓｕｐｒａ，参照．
４３） Ｓｕｐｒａ，参照，
４４） Ｓｕｐｒａ，参照．
４５） Ｓｕｐｒａ，参照．
４６） Ｓｕｐｒａ，参照．
４７） Ｓｕｐｒａ，参照．
４８） Ｓｕｐｒａ，参照．
４９） Ｓｕｐｒａ，参照．
５０） Ｓｕｐｒａ，参照，
５１） Ｓｔ６ｐｈａｎｅ Ｍａｌｌａｒｍｅ：Ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄａｎｃｅ，Ｇａｌｌｉｍａｒｄ，ｐ．１７１．

５２） 注６）参照．
５３） Ｓｕｐｒａ，参照，
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